
○病院に行った方がいいの？

○救急車を呼んだ方がいいの？

○応急手当はどうしたらいいの？

概 要

住民が急な病気やけがをしたときに、救急車を呼んだほうがいいのか、今すぐ病院に

行ったほうがいいのかなど迷った際の相談窓口として、専門家から電話でアドバイスを受
けることができる。

相談を通じて、病気やけがの症状を把握した上で、以下をアドバイス。
○救急相談

例）緊急性の有無※１、応急手当の方法、受診手段※２

○適切な医療機関を案内※３

※１ 直ちに医療機関を受診すべきか、2時間以内に受診すべきか、24時間以内か、明日でも良いか等。
※２ 救急車を要請するのか、自分で医療機関に行くのか、民間搬送事業者等を案内するのか。
※３ 適切な診療科目及び医療機関等の案内を行う。

【イメージ図】

医療機関の案内

住民
 医師・看護師・相談員が相談に対応

・病気やけがの症状を把握

・緊急性、応急手当の方法、受診手段、

適切な医療機関などについて助言

 相談内容に緊急性があった場合、

直ちに救急車を出動させる体制を構築

 原則、２４時間３６５日体制

迅速な救急車の出動

緊急性の高い症状

#7119（救急安心センター事業）

緊急性の低い症状

専用回線
（♯７１１９）
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実施団体（全国16地域）
（人口は平成27年国勢調査による）

都道府県全域

宮城県※（約233万人）
茨城県※ （約291万人）
埼玉県（約727万人）
東京都（約1,352万人）
新潟県※ （約230万人）
大阪府内全市町村（約884万人）
奈良県（約136万人）
鳥取県※ （約57万人）
山口県※ （約121万人）
徳島県（約76万人）
福岡県（約510万人）

一部実施

札幌市周辺（約205万人）
横浜市（約372万人）
神戸市周辺（約163万人）
田辺市周辺※ （約9万人）
広島市周辺（約210万人）

※は、運営を民間コールセンターに委託

【参考】♯7119以外の番号で実施している団体
山形県、栃木県、千葉県、香川県

国民の
『４３．９％』

令和元年12月１日 現在

実施（県単位）
実施（一部市町村）
類似番号で実施
未実施

※ 上記に加え、令和2年10月から京都府が府内全域で実施予定
（ → 実施団体：全国17地域、人口カバー率：国民の45.9％ へ）

#7119（救急安心センター事業）の普及状況と人口カバー率
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